
 

 

 

 

 

 

 

 

平成から令和になり、本年度も２か月が過ぎようとしています。校舎４階から見える山々の緑も色濃

くなってきました。入学や進級による環境の変化に戸惑いを感じた生徒も多かったと思いますが、新た

な環境にも慣れ落ち着いた学校生活を送っています。１年生は、新しいクラスで協力し合い、楽しそう

に毎日を過ごしています。６月１９日からの冒険活動教室に向けて、積極的に話し合いを行っています。

心も体も、学力もさらに伸ばしてほしいと願っています。今年度も学力向上を目指し「〆の学習」など

を実施しています。生徒の皆さんには、授業への取り組み方や家庭学習等、日々努力を続けてください。 

２年生、３年生は、それぞれ先輩としての自覚を持ち、学習に部活動に、そして生徒会活動に意欲的

に取り組んでいます。令和元年度の晃陽中学校がどんな飛躍を見せるのか、生徒たちの様子を見ている

と、とても楽しみです。 

 

 宇河地区春季大会が、５月１６日～１９日まで市内各会場で開催されました。日頃の練習の成果を発 

揮し、各部ともがんばりました。試合に集中している姿は、本当にりりしい表情をしていました。体 

育祭でも、同じような姿を見せてくれることでしょう。結果は次の通りです。 

【剣道】 

 ・男子団体 

   １回戦 対 鬼怒中２－３ 惜敗 

 ・男子個人 初戦で敗退 

 ・女子個人 ２回戦までで敗退 

【野球】 

 ・１回戦 対 横川中３－２ 特別ルールサヨナラ勝ち 

  ２回戦 対 陽北中０－７ 惜敗 

   

【卓球】 

 ・男子団体 

   予選リーグ 対 陽東中１－３惜敗 対 泉が丘中３－１快勝 

   決勝トーナメント 対 陽西中２－３惜敗 

 ・男子個人 シングルス 平澤陽向（ベスト１６）県大会出場 ダブルス 平澤・岡組（ベスト３２） 

 ・女子団体 

   予選リーグ 対 清原中３－０快勝 対 上河内中３－０快勝 

   決勝トーナメント １回戦 対 宇大附中３－０快勝 ２回戦 対星が丘中０－３惜敗 

   順位決定戦 対 陽南中３－１快勝 対 清原中３－２快勝  

    ５位 県大会出場 

 ・女子シングルス 押久保心咲（ベスト６４） ダブルス 永岡・押久保組（ベスト１６）  

 

   

～生徒が安心して力を発揮できる学校～ 
第２号 

＜目指す生徒像＞ 

○ たしかな学力をもつ生徒 

○ 豊かな心をもつ生徒 

○ 強い体力・気力をもつ生徒 

 

   

学校だより 令和元年５月２３日 

宇都宮市立晃陽中学校長 大島 誠 

宇河地区春季大会 

 



【バスケットボール】 

 ・１回戦 対 明治中５２－５３ 惜敗 

【バレーボール】 

 ・予選リーグ 対 清原中０－２惜敗 対 本郷中０－２惜敗 対 宮の原中０－２惜敗 

【サッカー】 

 ・１回戦 対 瑞穂野中０－６ 惜敗 

 

 

 

 

 

 

 

 体育祭の練習も始まりましたが、これからはかなり暑い日になるとの予報もあります。 

昨年度は異常な高温が続いたこともあり、生徒指導部会で話し合い水筒の持参を認める 

こととしました。 

〇期間：５月末から１０月の終業式まで  〇中身：水・お茶・スポーツドリンク 

担任から生徒に細かい説明がありますが、生徒たちの健康のためですので、適切な利用をするよう保

護者の皆様からもご指導をお願いいたします。 

 

 

 ５月８日(水)に全校生徒で新体力テストを行いました。昨年度より少し 

でも記録を伸ばそうと、全員が真剣に取り組んでいました。良い記録が出 

ることを願っています。 

 

 

 ５月２０日(月)には、薬物乱用防止教室を行いました。保健所職員から 

話があったあと、学校薬剤師の廣田先生からパワーポイントを使いながら、 

薬物の知識や薬物乱用の誘惑を断ち切る方法などをわかりやすく教えてい 

ただきました。 

 

水筒持参について 

 

ちょっといい話？！ 「伝え方」 ＰＨＰ5月号 

  携帯電話やメール、インターネットによる種々のサービスにより、気持ちや情報を 

伝えるのに、これほど便利な世の中になると誰が想像したことだろう。 

  ただ、それによって人と人との相互理解が進んだかといえば、残念ながらそうではない。いさか

いは減るどころか、コミュニケーション不足による事故や事件は、日々増すばかりである。 

  その一因は、情報ツールにおける些細な誤解があるからではなかろうか。たとえば、スマートフ

ォンでメールを書き、送信ボタンをクリックすれば、送信者側はその瞬間に伝えたと思い込み、見

ていない受信者側をつい非難してしまう。また、単なる言葉の打ち間違いが、相手の心のしこりと

なって、あとで大きなトラブルに発展することもある。 

  伝える手段が多いのはありがたい。けれども、伝え方には長短があり、手間がかかっても直接話

し合ったり、手紙を書いたりすることもやはり重要であろう。 

  情けに報いると書いて情報である。伝わればよいのではなく、よく伝えようとする心がけを忘れ

ずにいたい。 

 

新体力テスト 

 

薬物乱用防止教室 


